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ききょょななんん  

議議会会だだよよりり  

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会・・・・・・・・２２

都都市市交交流流施施設設周周辺辺整整備備事事業業・・・・４４

４４議議員員がが町町政政をを問問うう・・・・・・・・・・５５

だーいすき 

きょなんまち 

 

だーいすき 

 

思思いい出出ののアアルルババムム  

「昨年夏の思い出」

 

寒中水泳じゃないよ‼

 

ききれれいいなな川川でで遊遊ぶぶののがが大大好好ききなな兄兄妹妹でですす！！１１２２月月ににはは町町のの一一斉斉清清掃掃にに参参加加ししてて川川ののごごみみをを

一一生生懸懸命命拾拾っったたよよ‼‼  

きょなん
議会だより



－２－

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

２
億
８
６
９
９
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
５０
億
４
６
２
６
万
２
千
円
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
。
各
費
目
に
わ
た
る
人
件

費
は
、
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
及
び
職
員

の
人
事
異
動
等
に
よ
り
、
総
額
３
１
５
５

万
４
千
円
の
減
額
と
な
る
。

〈〈
主主
なな
歳歳
出出
補補
正正
〉〉



庁
舎
空
調
機
器
改
修
工
事
及
び
監
理

委
託

１
億
６
７
４
８
万
３
千
円



会
議
用
有
線
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム

２
５
４
万
８
千
円



高
速
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告

１
１
３
万
３
千
円



老
人
保
護
措
置
費
事
業
委
託

３
３
２
万
５
千
円



デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給
湯
設
備
改
修
工
事

２
１
９
万
３
千
円



障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

２
０
５
８
万
３
千
円



障
害
者
支
援
国
庫
返
還
金

８
２
４
万
１
千
円

補補
正正
予予
算算



子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

３
５
５
０
万
円



ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託

１
０
０
１
万
５
千
円



病
院
事
業
継
続
支
援
助
成
金

３
０
０
０
万
円



橋
梁
補
修
工
事

１
２
５
０
万
円



防
災
倉
庫
建
築
工
事
及
び
監
理
委
託

１
８
９
７
万
５
千
円



Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
構
築
委
託

２
３
７
万
６
千
円



子
ど
も
・
子
育
て
支
援
教
育
・
保
育

給
付
費
負
担
金

１
２
７
万
２
千
円

（（
主主
なな
歳歳
入入
補補
正正
））



普
通
交
付
税

７
６
２
５
万
１
千
円

◆

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

９
０
６
３
万
８
千
円



子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
費
補
助
金

３
５
５
０
万
円

令
和
３
年
１２
月
第
６
回
定
例
会
は
、
会
期
を
１２
月
１４
日
の
一
日
間
と
し
、
集
中
審

議
を
行
っ
た
。

今
定
例
会
に
は
、
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議
、
中
央
公
民
館
改
修
工
事
の
請
負
契
約
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
の
３
件
と

補
正
予
算
４
件
の
７
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。
全
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
４
議
員
が
、
質
問
席
に
立
っ
た
。

予算は 億円超

【令和３年１２月補正予算】

補正額 補正後の額

一般会計 億 万 千円 億 万 千円

国民健康保険特別会計 △ 万 千円 億 万 千円

介護保険特別会計 万 千円 億 万 千円

水道事業会計 △ 万円 億 万 千円

※水道事業会計については、収益的支出の額

特特
別別
会会
計計
補補
正正
予予
算算

・・
国国
民民
健健
康康
保保
険険
特特
別別
会会
計計

一
般
被
保
険
者
療
養
費
の
増
額
、

期
末
手
当
の
引
下
げ
人
件
費
の
減
額
。

・・
介介
護護
保保
険険
特特
別別
会会
計計

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
、
職
員
の

人
件
費
の
増
額
。

・・
水水
道道
事事
業業
会会
計計

実
績
に
基
づ
く
分
担
金
、
浄
水
施
設

改
修
費
の
増
額
、
期
末
手
当
の
引
下
げ

人
件
費
の
減
額
。

－３－

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

補正後一般会計

１１１１月月 臨臨時時会会

１１月臨時会は、１１月３０日、会期を１日とし

て開催し、専決処分２議案、一般職や特別職、会計

年度任用職員等の期末手当を削減するための条例

の一部改正５件の合わせて７議案が提出され、全議

案を可決した。専決処分２議案は、コロナ感染症対

策としての検査機器補助金と事業者支援金事業と

学校管理用備品、保健福祉総合センター浄化槽補修

工事の補正予算。（全員賛成）

期末手当削減関係５議案については、千葉県

人事委員会勧告に基づいて、それぞれの期末手

当を、令和３年度以降分（会計年度任用職員は

令和４年度）について、それぞれ減じる改正を

行った。

期末手当を削減する条例の一部改正について

は、質疑（１件）、討論（反対討論１件）の後、賛

成多数で可決した。

質質

疑疑

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
１０
万
円

に
つ
い
て
、
国
は
そ
の
支
給
方
法

を
、
各
自
治
体
で
選
択
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。
現
金
一
括
支

給
の
要
望
が
多
い
が
、
町
の
対
応

は
。 

町
の
予
算
編
成
時
に
は
、

現
金
５
万
円
・
ク
ー
ポ
ン

５
万
円
で
し
た
が
、
国
か
ら
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
、
出
来
る
だ

け
早
く
、
手
元
に
現
金
が
届
く
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
そ
の
後
、
令
和
３
年
１２
月
２４

日
に
、
現
金
１０
万
円
一
括
支
給
と

な
っ
た
。
）

問問答答

ええ
改
修
は
、
夏
冬
の
空
調
使

用
時
期
を
避
け
た
計
画 

で
、
一
括
の
数
字
は
あ
り
ま
せ

ん
。
内
容
を
精
査
し
て
、
コ
ス
ト

削
減
に
努
め
ま
す
。 

答答

ええ
庁
舎
の
空
調
機
器
改
修

は
、
三
年
間
か
け
工
事 

を
す
る
が
、
一
括
で
や
っ
た
ら
、

い
く
ら
位
か
か
る
か
。 

問問

笹
生
あ

早
川

竹
田

大
塚

青
木

笹
生
久

渡
邉

小
藤
田

鈴
木
議
長

長 笹
生
正

平
島

期
末
手
当
削
減
条
例

特別職 ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○
一般職 × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○
任期付職員 × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○
第１号会計年度任用職員 × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○
第２号会計年度任用職員 × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○

討討
論論

期
末
手
当
削
減
に
反
対

（
笹
生
あ
す
か
議
員
）

「「
公公
務務
員員
・・
労労
働働
者者
のの
生生
活活
をを

守守
るる
べべ
きき
」」

私
は
、職
員
の
期
末
手
当
の
引

き
下
げ
に
、反
対
の
立
場
か
ら
討

論
し
ま
す
。

国
民
の
所
得
の
減
少
が
、消
費

の
停
滞
、景
気
の
後
退
を
招
い
て

い
ま
す
。景
気
を
よ
く
す
る
た
め

に
、
個
人
消
費
を
増
や
し
、
家
計

の
所
得
を
増
や
す
こ
と
は
重
要

で
す
。

先
日
、政
府
が
閣
議
決
定
し
た

経
済
対
策
に
も
「
賃
上
げ
」
の
政

策
が
あ
り
ま
す
。こ
の
政
策
に
も

逆
行
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

町
の
職
員
は
、一
昨
年
の
台
風

災
害
か
ら
続
く
、終
わ
り
の
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
、通
常
業
務
の

他
に
、
様
々
な
業
務
が
重
な
り
、

定
時
に
退
勤
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
態
が
続
い
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

職
員
の
給
与
や
報
酬
、期
末
手

当
の
引
き
下
げ
は
、職
員
の
生
活

設
計
を
狂
わ
せ
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
低
下
さ
せ
ま
す
。地
方
公
務

員
も
労
働
者
で
す
。公
務
員
労
働

者
の
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
も
、

国
民
全
体
の
所
得
の
向
上
を
め

ざ
す
立
場
か
ら
も
、
反
対
と
し
、

討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

－ 2－



－２－

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

２
億
８
６
９
９
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
５０
億
４
６
２
６
万
２
千
円
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
。
各
費
目
に
わ
た
る
人
件

費
は
、
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
及
び
職
員

の
人
事
異
動
等
に
よ
り
、
総
額
３
１
５
５

万
４
千
円
の
減
額
と
な
る
。

〈〈
主主
なな
歳歳
出出
補補
正正
〉〉



庁
舎
空
調
機
器
改
修
工
事
及
び
監
理

委
託

１
億
６
７
４
８
万
３
千
円



会
議
用
有
線
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム

２
５
４
万
８
千
円



高
速
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告

１
１
３
万
３
千
円



老
人
保
護
措
置
費
事
業
委
託

３
３
２
万
５
千
円



デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給
湯
設
備
改
修
工
事

２
１
９
万
３
千
円



障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

２
０
５
８
万
３
千
円



障
害
者
支
援
国
庫
返
還
金

８
２
４
万
１
千
円

補補
正正
予予
算算



子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

３
５
５
０
万
円



ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託

１
０
０
１
万
５
千
円



病
院
事
業
継
続
支
援
助
成
金

３
０
０
０
万
円



橋
梁
補
修
工
事

１
２
５
０
万
円



防
災
倉
庫
建
築
工
事
及
び
監
理
委
託

１
８
９
７
万
５
千
円



Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
構
築
委
託

２
３
７
万
６
千
円



子
ど
も
・
子
育
て
支
援
教
育
・
保
育

給
付
費
負
担
金

１
２
７
万
２
千
円

（（
主主
なな
歳歳
入入
補補
正正
））



普
通
交
付
税

７
６
２
５
万
１
千
円

◆

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

９
０
６
３
万
８
千
円



子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
費
補
助
金

３
５
５
０
万
円

令
和
３
年
１２
月
第
６
回
定
例
会
は
、
会
期
を
１２
月
１４
日
の
一
日
間
と
し
、
集
中
審

議
を
行
っ
た
。

今
定
例
会
に
は
、
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議
、
中
央
公
民
館
改
修
工
事
の
請
負
契
約
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
の
３
件
と

補
正
予
算
４
件
の
７
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。
全
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
４
議
員
が
、
質
問
席
に
立
っ
た
。

予算は 億円超

【令和３年１２月補正予算】

補正額 補正後の額

一般会計 億 万 千円 億 万 千円

国民健康保険特別会計 △ 万 千円 億 万 千円

介護保険特別会計 万 千円 億 万 千円

水道事業会計 △ 万円 億 万 千円

※水道事業会計については、収益的支出の額

特特
別別
会会
計計
補補
正正
予予
算算

・・
国国
民民
健健
康康
保保
険険
特特
別別
会会
計計

一
般
被
保
険
者
療
養
費
の
増
額
、

期
末
手
当
の
引
下
げ
人
件
費
の
減
額
。

・・
介介
護護
保保
険険
特特
別別
会会
計計

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
、
職
員
の

人
件
費
の
増
額
。

・・
水水
道道
事事
業業
会会
計計

実
績
に
基
づ
く
分
担
金
、
浄
水
施
設

改
修
費
の
増
額
、
期
末
手
当
の
引
下
げ

人
件
費
の
減
額
。

－３－

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

補正後一般会計

１１１１月月 臨臨時時会会

１１月臨時会は、１１月３０日、会期を１日とし

て開催し、専決処分２議案、一般職や特別職、会計

年度任用職員等の期末手当を削減するための条例

の一部改正５件の合わせて７議案が提出され、全議

案を可決した。専決処分２議案は、コロナ感染症対

策としての検査機器補助金と事業者支援金事業と

学校管理用備品、保健福祉総合センター浄化槽補修

工事の補正予算。（全員賛成）

期末手当削減関係５議案については、千葉県

人事委員会勧告に基づいて、それぞれの期末手

当を、令和３年度以降分（会計年度任用職員は

令和４年度）について、それぞれ減じる改正を

行った。

期末手当を削減する条例の一部改正について

は、質疑（１件）、討論（反対討論１件）の後、賛

成多数で可決した。

質質

疑疑

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
１０
万
円

に
つ
い
て
、
国
は
そ
の
支
給
方
法

を
、
各
自
治
体
で
選
択
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。
現
金
一
括
支

給
の
要
望
が
多
い
が
、
町
の
対
応

は
。 

町
の
予
算
編
成
時
に
は
、

現
金
５
万
円
・
ク
ー
ポ
ン

５
万
円
で
し
た
が
、
国
か
ら
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
、
出
来
る
だ

け
早
く
、
手
元
に
現
金
が
届
く
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
そ
の
後
、
令
和
３
年
１２
月
２４

日
に
、
現
金
１０
万
円
一
括
支
給
と

な
っ
た
。
）

問問答答

ええ
改
修
は
、
夏
冬
の
空
調
使

用
時
期
を
避
け
た
計
画 

で
、
一
括
の
数
字
は
あ
り
ま
せ

ん
。
内
容
を
精
査
し
て
、
コ
ス
ト

削
減
に
努
め
ま
す
。 

答答

ええ
庁
舎
の
空
調
機
器
改
修

は
、
三
年
間
か
け
工
事 

を
す
る
が
、
一
括
で
や
っ
た
ら
、

い
く
ら
位
か
か
る
か
。 

問問

笹
生
あ

早
川

竹
田

大
塚

青
木

笹
生
久

渡
邉

小
藤
田

鈴
木
議
長

長 笹
生
正

平
島

期
末
手
当
削
減
条
例

特別職 ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○
一般職 × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○
任期付職員 × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○
第１号会計年度任用職員 × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○
第２号会計年度任用職員 × ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○

討討
論論

期
末
手
当
削
減
に
反
対

（
笹
生
あ
す
か
議
員
）

「「
公公
務務
員員
・・
労労
働働
者者
のの
生生
活活
をを

守守
るる
べべ
きき
」」

私
は
、職
員
の
期
末
手
当
の
引

き
下
げ
に
、反
対
の
立
場
か
ら
討

論
し
ま
す
。

国
民
の
所
得
の
減
少
が
、消
費

の
停
滞
、景
気
の
後
退
を
招
い
て

い
ま
す
。景
気
を
よ
く
す
る
た
め

に
、
個
人
消
費
を
増
や
し
、
家
計

の
所
得
を
増
や
す
こ
と
は
重
要

で
す
。

先
日
、政
府
が
閣
議
決
定
し
た

経
済
対
策
に
も
「
賃
上
げ
」
の
政

策
が
あ
り
ま
す
。こ
の
政
策
に
も

逆
行
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

町
の
職
員
は
、一
昨
年
の
台
風

災
害
か
ら
続
く
、終
わ
り
の
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
、通
常
業
務
の

他
に
、
様
々
な
業
務
が
重
な
り
、

定
時
に
退
勤
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
態
が
続
い
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

職
員
の
給
与
や
報
酬
、期
末
手

当
の
引
き
下
げ
は
、職
員
の
生
活

設
計
を
狂
わ
せ
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
低
下
さ
せ
ま
す
。地
方
公
務

員
も
労
働
者
で
す
。公
務
員
労
働

者
の
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
も
、

国
民
全
体
の
所
得
の
向
上
を
め

ざ
す
立
場
か
ら
も
、
反
対
と
し
、

討
論
を
終
わ
り
ま
す
。
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本本
事事
業業
のの
展展
開開
にに
つつ
いい
てて

人
口
が
減
り
続
け
る
当
町
で
、
限
ら

れ
た
資
源
の
使
い
道
が
、
将
来
に
向
け

た
町
全
体
の
利
益
に
と
っ
て
最
適
な
の

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
般
質
問
や

予
算
審
議
な
ど
を
通
じ
、
事
業
完
了
ま

で
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
３
年

月
定
例
会

で
、
渡
邉
信
廣
議
員
が
関
連
す
る
一
般

質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
ｐ
７
参
照
）

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

特集：都市交流施設周辺整備事業

特特集集

町町
かか
らら
議議
会会
へへ
のの
説説
明明
経経
緯緯

平平
成成

年年
７７
月月

議議
員員
全全
員員
協協
議議
会会

プ
ー
ル
用
地
の
駐
車
場
利
用
お
よ
び
幼

稚
園
舎
の
活
用
方
法
の
検
討
に
つ
い
て

の
説
明
。

平平
成成

年年

月月

議議
員員
全全
員員
協協
議議
会会

園
舎
敷
地
と
プ
ー
ル
用
地
の
間
の
土
地

の
取
得
と
、
そ
の
一
体
的
利
用
に
つ
い

て
の
説
明
。

平平
成成

年年
３３
月月

定定
例例
会会

基
本
計
画
※
策
定
予
算
（
全
員
賛
成
）。

※
基
本
計
画
＝
保
田
小
学
校
周
辺
の

未
利
用
公
共
施
設
活
用
の
方
向
性
を

決
め
る
計
画

令令
和和
元元
年年
５５
月月

議議
員員
全全
員員
協協
議議
会会

議
員
全
員
に
よ
る
現
地
視
察
。

提
示
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
図
で
は
、
園
舎

北
側
農
地
で
の
体
験
農
業
、
そ
こ
で
収

穫
し
た
作
物
の
調
理
教
室
、
染
め
物
体

験
教
室
な
ど
、「
交
流
体
験
」
を
強
調
す

る
内
容
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
基
本
計
画

策
定
業
務
委
託
契
約
は
未
締
結
で
、
基

本
計
画
に
は
、
委
託
業
者
の
提
案
や
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
意
見
等
を
反
映

さ
せ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

令令
和和
２２
年年
５５
月月

議議
員員
全全
員員
協協
議議
会会

基
本
計
画
策
定
の
中
間
報
告
。
コ
ン
セ

プ
ト
は
、「
老
若
男
女
が
学
び
、
楽
し

め
る
新
し
い
施
設
」。

バ
ス
停
設
置
計
画
が
追
加
。

令令
和和
２２
年年
８８
月月

議議
員員
全全
員員
協協
議議
会会

基
本
計
画
策
定
完
了
の
報
告
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
学
び
と
遊
び
を
創

出
す
る
場
」
と
す
る
方
針
と
さ
れ
た
。

園
舎
北
側
農
地
の
取
得
は
農
地
法
の
制

限
等
に
よ
り
見
送
り
。

令令
和和
３３
年年
３３
月月

定定
例例
会会

事
業
用
地
の
取
得
を
可
決
。

ま
た
、「
基
本
設
計
」
お
よ
び
「
実
施

設
計
」
の
業
務
委
託
予
算
を
可
決
。

令令
和和
３３
年年
９９
月月

議議
員員
全全
員員
協協
議議
会会

基
本
設
計
の
経
過
報
告
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
学
び
と
遊
び
を
創

出
す
る
場
」、
老
若
男
女
問
わ
ず
わ
く

わ
く
す
る
よ
う
な
施
設
を
目
指
す
。

園
舎
は
、
遊
戯
室
→
プ
レ
イ
カ
フ
ェ
、

職
員
室
→
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
対
応

し
た
「
ま
ち
の
オ
フ
ィ
ス
」、
教
室
→

飲
食
や
物
販
ス
ペ
ー
ス
、
と
す
る
。

高
速
バ
ス
運
行
事
業
者
か
ら
の
申
し
入

れ
に
よ
り
館
山
―
東
京
方
面
へ
の
乗
り

入
れ
計
画
が
示
さ
れ
た
。

令令
和和
３３
年年

月月

議議
員員
全全
員員
協協
議議
会会

基
本
設
計
完
了
の
報
告
。

※
詳
細
は
町
報
き
ょ
な
ん
令
和
３
年

月
号
を
参
照
。

総額９億円にも及ぶ町の大事業、

現在の計画の内容は、当初の活用

案からは大きく変遷しているが。

完完成成イイメメーージジ【【遠遠藤藤克克彦彦建建築築研研究究所所・・アアトトリリエエココ設設計計共共同同体体 提提供供】】

事業プランの変遷、現在の計画を検証

－４－
遠藤克彦建築研究所・アトリエコ設計共同体 提供

－５－ 

①① 都都市市交交流流施施設設周周辺辺整整備備計計画画にに関関わわるる

高高速速ババスス乗乗りり入入れれににつついいてて

②② 農農業業振振興興ににつついいてて

①① 土土砂砂災災害害対対策策ににつついいてて

②② フファァミミリリーーササポポーートトセセンンタターー事事業業にに

つついいてて

町町のの新新型型ココロロナナ感感染染者者等等へへのの支支援援のの状状況況ににつついいてて

鋸鋸南南町町総総合合計計画画ににおおけけるる前前期期基基本本計計画画

（（活活気気ああふふれれるる産産業業ののままちち））のの進進捗捗状状

況況ににつついいてて

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長に対し施政方針や事務の執行状況を聞き、疑問点
を質 ただ すものです。紙面の都合上概要を掲載しています。
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感感
染染
のの
状状
況況
とと
現現
状状

安
房
保
健
所
が
こ
れ
ま
で
に

行
っ
た
町
民
へ
の
検
査
数
、

症
状
区
分
別
実
数
、
町
内
の
感
染
者

数
累
計
、
お
よ
び
現
在
ま
で
の
感
染

者
数
累
計
等
は
。

保
健
所
で
の
検
査
は
、
濃
厚

接
触
者
の
み
を
対
象
と
し
、

実
績
等
の
公
表
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

症
状
区
分
別
実
数
は
千
葉
県
が
市
町

村
別
に
公
表
し
て
お
り
、
感
染
者
数

が
入
院
、
自
宅
療
養
、
調
整
中
、
ホ

テ
ル
・
施
設
療
養
、
退
院
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
感
染
者
数
累

計
は
６２
人
、
現
在
入
院
や
療
養
中
の

感
染
者
は
い
ま
せ
ん
。

問問

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

コロナ感染者への支援は

一一般般質質問問①①

問問

答答 県や安房保健所と連携して行います

大塚 昇 議員

感感
染染
者者
へへ
のの
支支
援援
状状
況況

今般の新型コロナ対応は「感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する法律」に依拠

し、その基本理念では、感染者の人権尊重も定

め、その支援が重要である。

現在 現在

入院中 人 人
自宅療養 人 人

入院調整中等 人 人
ホテル療養 人 人
施設内療養 人 人
退院・その他 人 人

感染者数（累計） 人 人

医療機関へ配備されたＰＣＲ検査機器

感
染
者
等
へ
の
支
援
の
状
況

は
ど
う
か
。

感
染
者
等
へ
の
支
援
は
、
主

に
県
が
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

内
容
は
、
入
院
患
者
の
医
療
費
の
公
費

負
担
、
入
転
院
搬
送
、
入
院
勧
告
、
就

業
制
限
、
消
毒
命
令
、
発
表
、
疫
学
的

濃
厚
接
触
者
の
特
定
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対

策
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
自

宅
療
養
者
に
は
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
の
貸
出
し
、
毎
日
の
健
康
観
察
、

入
院
調
整
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
備
え
、
安

房
４
市
町
は
、
安
房
医
師
会
と
連
携

し
、
引
き
続
き
町
民
へ
の
情
報
発
信
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
等
、
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

追
加
接
種
の
予
定
は
。

政
府
方
針
に
従
い
、
原
則
２

回
目
接
種
後
８
カ
月
経
過
し

た
１８
才
以
上
の
者
を
対
象
と
し
、
１２

月
か
ら
実
施
予
定
で
、
接
種
券
の
発

送
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

３
回
目
の
接
種
が
遅
れ
る
事

態
も
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ

ま
で
に
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

期
間
は
ど
の
位
な
の
か
、
国
等
か
ら

の
情
報
は
示
さ
れ
て
い
る
か
。

今
の
と
こ
ろ
国
か
ら
は
、
接

種
後
の
予
防
免
疫
効
果
期
間

に
つ
い
て
の
明
示
は
な
い
も
の
の
、

接
種
後
の
時
間
経
過
と
と
も
に
感

染
・
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の

で
、
希
望
者
は
可
能
な
限
り
速
や
か

な
追
加
接
種
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

答答

ええ

答答

ええ

問問答答

ええ

ワワ
クク
チチ
ンン
のの
追追
加加
接接
種種

答答

ええ

問問 問問

令和 年 月 日・令和 年１月 時点の町内の感染者の状況内訳

－６－

パルスオキシメーター

きけんせ

問問
要要
望望

問問 答答

ええ

農農
業業
振振
興興
策策

答答

都
市
交
流
施
設
周
辺

整
備
事
業
計
画
中
、

高
速
バ
ス
ル
ー
ト
に
関
し
、

停
留
場
の
位
置
等
バ
ス
事
業

者
と
代
替
案
を
含
め
て
協
議

す
る
な
ど
、
十
分
な
検
討
を

行
っ
た
か
。

停
留
場
設
置
場
所
を

す
こ
や
か
駐
車
場
と

す
る
案
な
ど
事
業
者
と
も
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

今
の
計
画
ル
ー
ト

は
、
施
設
校
庭
内
に

深
く
入
り
込
み
運
行
時
間
の

ロ
ス
が
生
じ
て
し
ま
う
。
ま

た
、
施
設
利
用
者
と
動
線
が

重
な
る
こ
と
で
子
ど
も
や
車

の
接
触
事
故
の
リ
ス
ク
も
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
。

停
留
場
設
置
予
定
場

所
は
、
バ
ス
事
業
者

側
か
ら
の
要
望
で
も
あ
り
、

事
業
者
は
運
行
時
間
の
ロ
ス

を
問
題
視
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
安
全
管
理
を
徹
底
す
る

こ
と
で
、
事
故
防
止
に
最
大

限
努
め
ま
す
。

現状では見直しは考えていません

問問

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

安
房
農
協
か
ら
３
市
１
町
に

対
し
、
米
価
下
落
に
対
す
る

緊
急
支
援
要
望
書
が
出
さ
れ
た
と
聞

く
が
、
そ
の
対
応
は
行
っ
た
か
。

国
の
支
援
策
の
動
向
や
近
隣

自
治
体
の
支
援
の
状
況
を
見

て
、
検
討
し
ま
す
。

商
標
登
録
を
し
た
「
地
す
べ

り
米
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

る
た
め
の
対
策
は
行
っ
て
い
る
か
。

地
す
べ
り
米
の
商
標
登
録
を

行
い
、
多
く
の
方
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
ブ
ラ
ン

ド
化
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
一
定

の
食
味
と
な
る
よ
う
基
準
を
統
一

し
、
品
質
管
理
を
厳
格
に
す
る
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
厳
格
な

基
準
を
設
け
る
こ
と
で
、
逆
に
農
家

の
負
担
増
と
な
る
懸
念
も
あ
り
、
慎

重
に
判
断
し
て
い
く
考
え
で
す
。

渡邉 信廣 議員

答答

ええ

答答

ええ

今
回
の
計
画
で
は
、
高
速
バ
ス
利
用
者

に
駐
車
場
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

が
、
施
設
の
売
上
に
は
つ
な
が
ら
ず
合
理
的
で

な
い
。
県
道
に
接
す
る
校
門
付
近
の
未
利
用
地

で
あ
れ
ば
、
維
持
管
理
料
を
低
く
抑
え
、
ま
た

バ
ス
利
用
客
の
乗
降
に
も
便
利
だ
。
見
直
し
の

予
定
は
な
い
の
か
。

旧
校
門
の
場
所
は
保
田
小
の
顔
で
あ
る

と
同
時
に
、
当
敷
地
は
県
道
と
の
高
低

差
が
１
．
７
ｍ
あ
る
こ
と
か
ら
乗
り
入
れ
を
す

る
場
所
以
外
に
土
留
め
や
様
々
な
用
地
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
検
討
か
ら
外
し
て
お
り
、
見
直

し
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

旧
校
門
を
残
す
こ
と
は
可
能
だ
。
本
事

業
は
９
億
円
も
の
巨
額
を
投
じ
る
事
業

で
あ
り
、
費
用
対
効
果
や
将
来
の
バ
ス
需
要
を

見
据
え
た
見
直
し
を
要
望
す
る
。

問問

答答

ええ

答答

ええ

都市交流施設周辺整備事業計画中、施設内高速バス

ルートを決めるに当たり、十分な協議・検討が行わ

れたのか。

地すべり米のラベル

バスルートの見直しを

高高
速速
ババ
スス
ルル
ーー
トト

一一般般質質問問②②

将来を見据えた変更ルート案

問問

－ －

問問

今年の米価は昨年を大きく下回る９千円台となっ

た。農家の経営がひっ迫する中、支援策等の対応が

できているのか。
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きけんせ

問問
要要
望望

問問 答答

ええ

農農
業業
振振
興興
策策

答答

都
市
交
流
施
設
周
辺

整
備
事
業
計
画
中
、

高
速
バ
ス
ル
ー
ト
に
関
し
、

停
留
場
の
位
置
等
バ
ス
事
業

者
と
代
替
案
を
含
め
て
協
議

す
る
な
ど
、
十
分
な
検
討
を

行
っ
た
か
。

停
留
場
設
置
場
所
を

す
こ
や
か
駐
車
場
と

す
る
案
な
ど
事
業
者
と
も
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

今
の
計
画
ル
ー
ト

は
、
施
設
校
庭
内
に

深
く
入
り
込
み
運
行
時
間
の

ロ
ス
が
生
じ
て
し
ま
う
。
ま

た
、
施
設
利
用
者
と
動
線
が

重
な
る
こ
と
で
子
ど
も
や
車

の
接
触
事
故
の
リ
ス
ク
も
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
。

停
留
場
設
置
予
定
場

所
は
、
バ
ス
事
業
者

側
か
ら
の
要
望
で
も
あ
り
、

事
業
者
は
運
行
時
間
の
ロ
ス

を
問
題
視
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
安
全
管
理
を
徹
底
す
る

こ
と
で
、
事
故
防
止
に
最
大

限
努
め
ま
す
。

現状では見直しは考えていません

問問

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

安
房
農
協
か
ら
３
市
１
町
に

対
し
、
米
価
下
落
に
対
す
る

緊
急
支
援
要
望
書
が
出
さ
れ
た
と
聞

く
が
、
そ
の
対
応
は
行
っ
た
か
。

国
の
支
援
策
の
動
向
や
近
隣

自
治
体
の
支
援
の
状
況
を
見

て
、
検
討
し
ま
す
。

商
標
登
録
を
し
た
「
地
す
べ

り
米
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

る
た
め
の
対
策
は
行
っ
て
い
る
か
。

地
す
べ
り
米
の
商
標
登
録
を

行
い
、
多
く
の
方
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
ブ
ラ
ン

ド
化
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
一
定

の
食
味
と
な
る
よ
う
基
準
を
統
一

し
、
品
質
管
理
を
厳
格
に
す
る
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
厳
格
な

基
準
を
設
け
る
こ
と
で
、
逆
に
農
家

の
負
担
増
と
な
る
懸
念
も
あ
り
、
慎

重
に
判
断
し
て
い
く
考
え
で
す
。

渡邉 信廣 議員

答答

ええ

答答

ええ

今
回
の
計
画
で
は
、
高
速
バ
ス
利
用
者

に
駐
車
場
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

が
、
施
設
の
売
上
に
は
つ
な
が
ら
ず
合
理
的
で

な
い
。
県
道
に
接
す
る
校
門
付
近
の
未
利
用
地

で
あ
れ
ば
、
維
持
管
理
料
を
低
く
抑
え
、
ま
た

バ
ス
利
用
客
の
乗
降
に
も
便
利
だ
。
見
直
し
の

予
定
は
な
い
の
か
。

旧
校
門
の
場
所
は
保
田
小
の
顔
で
あ
る

と
同
時
に
、
当
敷
地
は
県
道
と
の
高
低

差
が
１
．
７
ｍ
あ
る
こ
と
か
ら
乗
り
入
れ
を
す

る
場
所
以
外
に
土
留
め
や
様
々
な
用
地
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
検
討
か
ら
外
し
て
お
り
、
見
直

し
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

旧
校
門
を
残
す
こ
と
は
可
能
だ
。
本
事

業
は
９
億
円
も
の
巨
額
を
投
じ
る
事
業

で
あ
り
、
費
用
対
効
果
や
将
来
の
バ
ス
需
要
を

見
据
え
た
見
直
し
を
要
望
す
る
。

問問

答答

ええ

答答

ええ

都市交流施設周辺整備事業計画中、施設内高速バス

ルートを決めるに当たり、十分な協議・検討が行わ

れたのか。

地すべり米のラベル

バスルートの見直しを

高高
速速
ババ
スス
ルル
ーー
トト

一一般般質質問問②②

将来を見据えた変更ルート案

問問

－ －

問問

今年の米価は昨年を大きく下回る９千円台となっ

た。農家の経営がひっ迫する中、支援策等の対応が

できているのか。
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農
業
用
ハ
ウ
ス
で
の
エ
ビ
の

養
殖
や
、
耕
作
放
棄
地
で
の
ウ

ナ
ギ
の
養
殖
事
業
へ
の
支
援
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ビ
の
養
殖
、
域
商
品
券
事
業
そ

の
他
支

援
金
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
鋸
南
町
合
同
大
売
り
出
し
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
会
で
関
係
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
導
入
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
付
加

価
値
向
上
の
た
め
域
学
連
携
事
業
の
活

用
な
ど
の
案
も
あ
り
ま
す
。

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

開
発
に
取
組
ん
で
い
る
か
。

況
は
ど
う
か
。

答答

ええ

問問 商商
工工
業業
振振
興興
のの
取取
組組
みみ

次
世
代
の
二
次
交
通
手
段
と

し
て
、
新
た
な
交
通
網
整
備
に

係
る
車
両
を
令
和
６
年
度
に
導
入
す
る

計
画
で
す
が
、
機
種
等
に
つ
い
て
は
検

討
中
で
す
。

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

産業振興計画の進捗は

一一般般質質問問③③

問問

答答 一部成果も出始めています

竹田 和明 議員

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

開
発
を
今
後
も
継
続
す
る
た

め
に
は
何
が
必
要
だ
と
考
え
る
か
。

観観
光光
振振
興興
のの
取取
組組
みみ

移移
住住
促促
進進
策策

商店街をどう活性化するか

１０年間にわたる町の総合計画は、スタートか

ら約９ケ月が経過した。アフターコロナ対策と

もなり得る産業振興計画の進捗は。

日
本
遺
産
候
補
地
と
な
っ
た

鋸
山
の
周
遊
マ
ッ
プ
や
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
加
え
二
次
交

通
手
段
と
し
て
、
ｅ
バ
イ
ク
の
レ
ン

タ
ル
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
来

訪
者
の
回
遊
に
よ
り
地
域
全
体
が
潤

う
よ
う
、
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り

ま
す
。

サイクリングマップの周遊ルート

観
光
客
向
け
周
遊
ル
ー
ト
、

周
遊
手
段
の
確
立
状
況
は
。

館
山
市
で
実
証
実
験
を
開
始

す
る
ス
モ
ー
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

な
ど
の
新
交
通
の
検
討
状
況
は
。

館山市で実証実験中の車両

（房州日日新聞社提供）

問問答答

ええ

－８－

若
者
の
移
住
、
地
域
定
着
を

促
す
に
は
、
地
域
の
仕
事
や

暮
ら
し
な
ど
を
体
験
で
き
る
機
会
の

提
供
が
重
要
だ
。
移
住
ツ
ア
ー
、
お

た
め
し
暮
ら
し
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
状
況
は
。

移
住
支
援
金
や
通
勤
補
助

等
の
交
付
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
定
住
促
進
等
の
イ
ベ
ン
ト
に

関
し
て
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

商
店
街
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ

い
創
出
に
向
け
、
キ
ー
マ
ン

養
成
や
域
学
連
携
事
業
の
活
用
を
図

り
ま
す
。

要要
望望

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
地
域

特
産
品
の
期
間
限
定
販
売
な

ど
、
話
題
性
の
あ
る
取
組
み
を
期
待

す
る
。

台
風
災
害
の
経
験
か
ら
、

「
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
体
験
移
住
を
促
す

等
、
注
目
度
の
高
い
、
話
題
性
の

あ
る
施
策
を
期
待
す
る
。

要要
望望

答答

ええ

問問

答答

ええ

問問答答

ええ

問問フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
ササ
ポポ
ーー
トト
セセ
ンン
タタ
ーー

事事
業業
にに
つつ
いい
てて

笹生 あすか 議員

農
地
地
す
べ
り
対
策
の
現
状

は
。

安
房
農
業
事
務
所
に
よ
り
、

平
成

年
度
に
整
備
事
業
が

完
成
し
て
お
り
、

の
対
象
地
区
と

の
地
元
協
議
会
の
指
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

定
期
巡
回
に
加
え
、
豪
雨
（
総
雨

量

㎜
超
ま
た
は
連
続
雨
量

㎜

超
）
や
地
震
（
震
度
４
以
上
）
が
発

生
し
た
場
合
に
、
協
議
会
が
巡
回
を

行
い
、
も
し
変
状
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
町
に
報
告
し
、
県
の
安
房
農

業
事
務
所
が
直
接
現
地
確
認
を
行
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
大
き
な
変
状
が
あ
れ
ば
整
備
事

業
の
再
採
択
も
あ
り
得
ま
す
。

世界中で自然災害が多発している。私たちの暮らしを守る

ために、土砂災害対策は万全か。その現状と課題を問う。

土
砂
災
害
対
策
の
現
状
と
課

題
は
何
か
。

現
在
、
土
砂
災
害
か
ら
住
民

の
生
命
を
守
る
た
め
の
体
制

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
３
年

度
に
は
警
戒
区
域
を
２
３
３
箇
所
に

拡
大
し
、
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
を

進
め
て
い
ま
す
。
計
画
改
訂
後
の
新

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
内
全
戸
に
配

付
予
定
で
す
。

課
題
は
、
有
事
に
お
い
て
迅
速
な

避
難
行
動
を
い
か
に
し
て
促
す
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
情
報
を
「
知

ら
せ
る
努
力
」
を
し
つ
つ
、
同
時
に

住
民
の
「
知
る
努
力
」
を
促
し
ま

す
。 答答

ええ

問問 土土
砂砂
災災
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

答答

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

住民へ「知らせる努力」をします

問問

ン
グ
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

町
は
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
の

間
で
病
児
・
病
後
児
保
育
の

事
業
契
約
を
締
結
し
、
「
わ
ん
わ
ん

ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
で
、
同
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
聞

く
。
混
雑
等
に
よ
り
保
育
所
で
の
一

時
保
育
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に
、

「
わ
ん
わ
ん
ク
ラ
ブ
」
で
の
一
時
預

か
り
の
利
用
は
可
能
か
。

「
わ
ん
わ
ん
ク
ラ
ブ
」
に
つ

い
て
は
ご
了
解
の
通
り
で
あ

り
、
利
用
は
可
能
で
す
。

問問

わんわんクラブパンフレット

バイク利用者向のサイクリ

答答

ええ

問問

答答

ええ

答答

ええ近
隣
市
で
の
事
業
実
施
の
現

状
は
ど
う
か
。

当
該
事
業
の
内
容
は
「
子
ど

も
を
預
け
た
い
会
員
」
と

「
子
ど
も
を
預
か
り
た
い
会
員
」
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
会
員
相
互
の
援

助
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
利
用
件
数
は
以
前
の
５
分

の
１
程
度
に
留
ま
り
、
相
互
マ
ッ
チ

－９－

問問

土砂災害対策は万全か

一一般般質質問問④④

ファミリーサポートセンター事業（子育て中の労働者や

主婦等を会員として、子どもの預かり等の相互援助活動

をサポートするもの）の可能性は。

地すべりとは

－ 8－



農
業
用
ハ
ウ
ス
で
の
エ
ビ
の

養
殖
や
、
耕
作
放
棄
地
で
の
ウ

ナ
ギ
の
養
殖
事
業
へ
の
支
援
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ビ
の
養
殖
、
域
商
品
券
事
業
そ

の
他
支

援
金
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
鋸
南
町
合
同
大
売
り
出
し
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
会
で
関
係
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
導
入
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
付
加

価
値
向
上
の
た
め
域
学
連
携
事
業
の
活

用
な
ど
の
案
も
あ
り
ま
す
。

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

開
発
に
取
組
ん
で
い
る
か
。

況
は
ど
う
か
。

答答

ええ

問問 商商
工工
業業
振振
興興
のの
取取
組組
みみ

次
世
代
の
二
次
交
通
手
段
と

し
て
、
新
た
な
交
通
網
整
備
に

係
る
車
両
を
令
和
６
年
度
に
導
入
す
る

計
画
で
す
が
、
機
種
等
に
つ
い
て
は
検

討
中
で
す
。

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

産業振興計画の進捗は

一一般般質質問問③③

問問

答答 一部成果も出始めています

竹田 和明 議員

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

開
発
を
今
後
も
継
続
す
る
た

め
に
は
何
が
必
要
だ
と
考
え
る
か
。

観観
光光
振振
興興
のの
取取
組組
みみ

移移
住住
促促
進進
策策

商店街をどう活性化するか

１０年間にわたる町の総合計画は、スタートか

ら約９ケ月が経過した。アフターコロナ対策と

もなり得る産業振興計画の進捗は。

日
本
遺
産
候
補
地
と
な
っ
た

鋸
山
の
周
遊
マ
ッ
プ
や
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
加
え
二
次
交

通
手
段
と
し
て
、
ｅ
バ
イ
ク
の
レ
ン

タ
ル
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
来

訪
者
の
回
遊
に
よ
り
地
域
全
体
が
潤

う
よ
う
、
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り

ま
す
。

サイクリングマップの周遊ルート

観
光
客
向
け
周
遊
ル
ー
ト
、

周
遊
手
段
の
確
立
状
況
は
。

館
山
市
で
実
証
実
験
を
開
始

す
る
ス
モ
ー
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

な
ど
の
新
交
通
の
検
討
状
況
は
。

館山市で実証実験中の車両

（房州日日新聞社提供）

問問答答

ええ

－８－

若
者
の
移
住
、
地
域
定
着
を

促
す
に
は
、
地
域
の
仕
事
や

暮
ら
し
な
ど
を
体
験
で
き
る
機
会
の

提
供
が
重
要
だ
。
移
住
ツ
ア
ー
、
お

た
め
し
暮
ら
し
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
状
況
は
。

移
住
支
援
金
や
通
勤
補
助

等
の
交
付
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
定
住
促
進
等
の
イ
ベ
ン
ト
に

関
し
て
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

商
店
街
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ

い
創
出
に
向
け
、
キ
ー
マ
ン

養
成
や
域
学
連
携
事
業
の
活
用
を
図

り
ま
す
。

要要
望望

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
地
域

特
産
品
の
期
間
限
定
販
売
な

ど
、
話
題
性
の
あ
る
取
組
み
を
期
待

す
る
。

台
風
災
害
の
経
験
か
ら
、

「
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
体
験
移
住
を
促
す

等
、
注
目
度
の
高
い
、
話
題
性
の

あ
る
施
策
を
期
待
す
る
。

要要
望望

答答

ええ

問問

答答

ええ

問問答答

ええ

問問フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー
ササ
ポポ
ーー
トト
セセ
ンン
タタ
ーー

事事
業業
にに
つつ
いい
てて

笹生 あすか 議員

農
地
地
す
べ
り
対
策
の
現
状

は
。

安
房
農
業
事
務
所
に
よ
り
、

平
成

年
度
に
整
備
事
業
が

完
成
し
て
お
り
、

の
対
象
地
区
と

の
地
元
協
議
会
の
指
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

定
期
巡
回
に
加
え
、
豪
雨
（
総
雨

量

㎜
超
ま
た
は
連
続
雨
量

㎜

超
）
や
地
震
（
震
度
４
以
上
）
が
発

生
し
た
場
合
に
、
協
議
会
が
巡
回
を

行
い
、
も
し
変
状
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
町
に
報
告
し
、
県
の
安
房
農

業
事
務
所
が
直
接
現
地
確
認
を
行
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
大
き
な
変
状
が
あ
れ
ば
整
備
事

業
の
再
採
択
も
あ
り
得
ま
す
。

世界中で自然災害が多発している。私たちの暮らしを守る

ために、土砂災害対策は万全か。その現状と課題を問う。

土
砂
災
害
対
策
の
現
状
と
課

題
は
何
か
。

現
在
、
土
砂
災
害
か
ら
住
民

の
生
命
を
守
る
た
め
の
体
制

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
３
年

度
に
は
警
戒
区
域
を
２
３
３
箇
所
に

拡
大
し
、
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
を

進
め
て
い
ま
す
。
計
画
改
訂
後
の
新

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
内
全
戸
に
配

付
予
定
で
す
。

課
題
は
、
有
事
に
お
い
て
迅
速
な

避
難
行
動
を
い
か
に
し
て
促
す
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
情
報
を
「
知

ら
せ
る
努
力
」
を
し
つ
つ
、
同
時
に

住
民
の
「
知
る
努
力
」
を
促
し
ま

す
。 答答

ええ

問問 土土
砂砂
災災
害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

答答

令令和和３３年年１１２２月月定定例例会会

住民へ「知らせる努力」をします

問問

ン
グ
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

町
は
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
の

間
で
病
児
・
病
後
児
保
育
の

事
業
契
約
を
締
結
し
、
「
わ
ん
わ
ん

ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
で
、
同
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
聞

く
。
混
雑
等
に
よ
り
保
育
所
で
の
一

時
保
育
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に
、

「
わ
ん
わ
ん
ク
ラ
ブ
」
で
の
一
時
預

か
り
の
利
用
は
可
能
か
。

「
わ
ん
わ
ん
ク
ラ
ブ
」
に
つ

い
て
は
ご
了
解
の
通
り
で
あ

り
、
利
用
は
可
能
で
す
。

問問

わんわんクラブパンフレット

バイク利用者向のサイクリ

答答

ええ

問問

答答

ええ

答答

ええ近
隣
市
で
の
事
業
実
施
の
現

状
は
ど
う
か
。

当
該
事
業
の
内
容
は
「
子
ど

も
を
預
け
た
い
会
員
」
と

「
子
ど
も
を
預
か
り
た
い
会
員
」
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
会
員
相
互
の
援

助
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
利
用
件
数
は
以
前
の
５
分

の
１
程
度
に
留
ま
り
、
相
互
マ
ッ
チ

－９－

問問

土砂災害対策は万全か

一一般般質質問問④④

ファミリーサポートセンター事業（子育て中の労働者や

主婦等を会員として、子どもの預かり等の相互援助活動

をサポートするもの）の可能性は。

地すべりとは

－ 9－



－１０－ 
 

１２月２１日 鋸南地区環境衛生組合定例会

１２月２２日 安房郡市広域市町村圏事務組

合議員全員協議会及び定例会

１２月２７日 議会広報特別委員会

１月 ５日 議会広報特別委員会協議会

１月１１日 ３市１町議会議長会議員研修会

１０月１９日 議員全員協議会

１１月１８日 議会運営委員会

１１月２６日 議員全員協議会

１１月３０日 令和３年第５回臨時会

１２月 ７日 議会運営委員会

１２月１４日 令和３年第６回定例会

１２月１７日 消防委員会

 

 議
会
の
日
誌 

～～
編編
集集
後後
記記
～～

令
和
４
年
寅
年
、
新
年
を
迎
え
、

気
持
ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
の
影
響
が
長
く
続
く

中
、９
月
の
定
例
会
ま
で
は
傍
聴
の

制
限
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、令
和

３
年
１１
月
の
臨
時
議
会
よ
り
、
傍

聴
を
再
開
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
は
ま
だ

ま
だ
必
要
で
す
が
、少
し
で
も
工
夫

を
し
て
以
前
の
生
活
を
取
り
戻
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
４
年
１
月
８
日
に
は
出
初

式
が
９
日
は
成
人
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。新
春
を
代
表
す
る
式
が
行

わ
れ
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

れ
か
ら
も
議
会
広
報
特
別
委

員
会
で
は
、皆
様
に
議
会
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、親
し
ん
で
も
ら
え

る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
早
川

正
也
）

 

観光客がたくさん集まる佐久間ダム親水公園 

鋸南町水仙まつりが開催中です‼
 

1122 月月のの水水仙仙ままつつりりかからら 44 月月のの花花ままつつ

りりままでで鋸鋸南南町町のの自自然然、、花花をを見見よよううととたた

くくささんんのの観観光光客客がが来来町町さされれまますす。。花花はは

可可憐憐にに咲咲きき、、ははかかななくく散散っってていいききまますす。。

ししかかししままたた来来年年咲咲いいててくくれれまますす。。  

ききれれいいなな花花がが咲咲きき、、楽楽ししめめるるよようう町町内内

ををききれれいいににしし、、未未来来のの子子どどももたたちちのの為為

ににもも鋸鋸南南町町のの自自然然とと環環境境をを守守れれるるよようう

にに議議会会もも努努めめててままいいりりまますす。。  

表表

紙紙

のの

紹紹

介介

小保田区にお住いの広瀬そうさん（６）、いちほさん（４）です。 

兄妹は鋸南町の自然が大好きでいつも外で遊んでいます。 

「これからもごみひろいがんばるよ!」と元気に笑っていました。 

お父さんからは、「４年前に移住してきました。鋸南町は首都圏への

通勤圏内にもかかわらず、自然が一杯で、子育てにはとてもいい環境

だと感じています。」と、お話をいただきました。 

〈〈ゴゴミミ拾拾いいへへのの参参加加、、あありりががととうう！！皆皆ででごごみみのの無無いい清清ららかかなな町町をを目目

指指ししままししょょうう！！〉〉  

 

 
 

もうすぐ水仙から桜へ季節は変わります 
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